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セグメントの業績

財務ハイライト

　当第2四半期連結累計期間における世界経済は、新型コロナウイルス感染症(以下「新型コロナ」)の
感染拡大により世界的な規模で経済活動に影響を及ぼしており、先行きの不透明感が増しております。
米国では、新型コロナの感染拡大により、様々な経路で米国景気の減退に作用する見通しとなっており
ます。また海外景気の減速で輸出が減少し、とりわけ、対中輸出に関しては、米中通商交渉の第一段階
合意による貿易赤字の縮小に向けた目標達成が危ぶまれる状況となっております。欧州では、新型コロ
ナの感染拡大や製造業の在庫調整が重石となり低調に推移しております。中国では、新型コロナの感染
拡大を受けて、景気が急減速しております。政府の新型コロナの感染拡大の抑え込みを最優先する方針
により工場の操業停止や店舗等の営業停止も景気を押し下げております。
　一方、国内は新型コロナの流行により、目先の景気は大幅に下振れしております。中国の生産活動の
下振れを受け輸出や生産にマイナス影響を及ぼしており、低調に推移しております。
　このような経済環境の中、当社グループが関わる電子部品業界は、世界的な半導体市場の底入れを受
け、電子部品・デバイスが持ち直しの様相となっておりましたが、世界中で感染拡大しております新型コ
ロナの影響により低調に推移いたしました。
　このような状況の中、電子機器事業は全体的に低調に推移いたしました。また、繊維機器事業は堅調
に推移いたしました。
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売上高 （単位：百万円） 経常利益又は経常損失（△）（単位：百万円）

親会社株主に帰属する中間（当期）純利益又は
親会社株主に帰属する中間純損失（△） （単位：百万円）

半導体製造機器
　半導体製造機器では、スマートフォン向け電子部品、パワー半導体・ディスク
リート向け量産設備、LED向け量産設備の受注は堅調に推移いたしましたが、新
型コロナの感染拡大の影響により、海外向け装置の出荷延期等が生じたことから
低調に推移いたしました。このような状況の中、販売額は減少いたしました。

ディスプレイ製造機器
　ディスプレイ製造機器では、スマートフォン・タブレット向けディスプレイ市
場の飽和状態が続いており、中小型パネルへの新規投資の抑制傾向が継続してお
りますが、異形状パネルへ対応するニーズが高まっており、改造による対応を提
案することで、受注を獲得してまいりました。しかしながら新型コロナの感染拡
大の影響により、海外案件の出荷延期等が生じたことから低調に推移いたしまし
た。このような状況の中、販売額は減少いたしました。

電子機器事業 繊維機器事業

医療機器事業
　医療機器事業では、「胸腹水濾過濃縮装置M－CART」は、昨年
度より実施しておりました市販後臨床調査は終了し、学会での企
業展示出展、医療機関への販売及びレンタル、臨床試用貸出しを
行いました。また、国内の医療機器メーカーに向けては、製造工
程の自動化・省力化に資する医療機器製造装置の販売、医療機器
の試作開発を受託いたしました。ヘルスケア分野においては、大
学との共同研究により「加速度トレーニングマシンfrom Foot」
を開発、発売を開始いたしました。しかしながら、新型コロナの
感染拡大の影響により医療機器製造装置の販売が、小規模な設備
受注に留まったことから低調に推移いたしました。このような状
況の中、販売額は減少いたしました。

　炭素繊維裁断機市場の冷え込みは継続し、一般産業素材向け裁
断機においても低調に推移いたしました。一方、アパレル業界で
は、一部好調なメーカーの設備更新・増設の受注を獲得したこと
により、新型コロナの感染拡大の影響による海外向け装置の出荷
延期等が生じる中、堅調に推移いたしました。このような状況の
中、販売額は微増となりました。

新素材加工機器
　新素材加工機器では、新型コロナの感染拡大の影響を受け、主要市場の中国か
らの受注が低迷し、現在でもその影響が続いております。その他の市場におきま
しても全体的に低調に推移いたしました。このような状況の中、販売額は減少い
たしました。

電子機器事業

繊維機器事業 医療機器事業

91.8％91.8％

7.8％7.8％
0.4％0.4％

■ 売上高構成比



連結財務諸表（要約）

連結貸借対照表� （単位：千円）

科目 当中間期
（2020年3月31日現在）

前中間期
（2019年3月31日現在）

前期
（2019年9月30日現在）

資産の部

流動資産 5,206,760 5,765,053 5,549,134

固定資産 2,926,297 2,794,589 2,931,376

有形固定資産 2,091,667 2,193,150 2,131,402

無形固定資産 57,346 71,028 66,637

投資その他の資産 777,282 530,410 733,336

資産合計 8,133,057 8,559,643 8,480,511

科目 当中間期
（2020年3月31日現在）

前中間期
（2019年3月31日現在）

前期
（2019年9月30日現在）

負債の部
流動負債 2,764,030 2,997,805 2,788,330
固定負債 296,358 429,555 350,458
負債合計 3,060,388 3,427,360 3,138,788

純資産の部
株主資本 5,043,853 5,120,020 5,332,267

資本金 963,230 963,230 963,230
資本剰余金 1,352,321 1,352,321 1,352,321
利益剰余金 2,745,644 2,821,811 3,034,058
自己株式 △17,342 △17,342 △17,342

その他の包括利益累計額 28,815 12,262 9,455
純資産合計 5,072,669 5,132,282 5,341,722
負債純資産合計 8,133,057 8,559,643 8,480,511

連結損益計算書� （単位：千円） 連結キャッシュ・フロー計算書� （単位：千円）

科目
当中間期

（2019年10月 1 日から
　2020年 3 月31日まで）

前中間期
（2018年10月 1 日から
　2019年 3 月31日まで）

前期
（2018年10月 1 日から
　2019年 9 月30日まで）

売上高 2,438,334 2,807,197 5,324,119
売上原価 2,047,476 2,297,234 4,110,042
売上総利益 390,858 509,963 1,214,076
販売費及び一般管理費 541,722 629,667 1,233,638
営業損失（△） △150,863 △119,704 △19,561
営業外収益 25,483 25,413 89,237
営業外費用 7,612 10,064 10,491
経常利益又は経常損失（△） △132,993 △104,355 59,184
特別利益 ― 3,261 3,190
特別損失 47,390 3,343 3,611
税引前中間（当期）純利益又は
税引前中間純損失（△） △180,383 △104,437 58,762

法人税、住民税及び事業税 1,158 1,330 2,462
法人税等調整額 36,417 5,833 △44,345
親会社株主に帰属する中間（当期）
純利益又は中間純損失（△） △217,959 △111,601 100,644

科目
当中間期

（2019年10月 1 日から
　2020年 3 月31日まで）

前中間期
（2018年10月 1 日から
　2019年 3 月31日まで）

前期
（2018年10月 1 日から
　2019年 9 月30日まで）

営業活動によるキャッシュ・フロー 76,492 △1,159,408 △373,474

投資活動によるキャッシュ・フロー △238,902 △108,855 △216,291

財務活動によるキャッシュ・フロー △164,894 844,532 734,099

現金及び現金同等物に係る換算差額 738 △821 △11,107

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △326,565 △424,553 133,225

現金及び現金同等物の期首残高 1,851,904 1,718,679 1,718,679

現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高 1,525,338 1,294,125 1,851,904



トピックス

ドイツで開催されました世界最大級の医
療機器の見本市である『MEDICA2019

（国際医療機器展）』に、M－CARTと振動
マシンを出展いたしました。

2019年11月18日～21日

東京ビッグサイトで開催されましたオートモーティブワールド
2020『自動車部品&加工EXPO』と、同時開催のネプコンジャ
パン2020『第21回半導体・センサ パッケージング技術展』に、
ロボットワイヤーソー（TWR－300）や新開発のテープ剥離装
置（ATRM－2400TKUV）などを出展いたしました。

2020年1月15日～17日

徳島大学と共同開発した胸腹水濾過濃縮装置M－CART
が、2019年度日本人工臓器学会技術賞を受賞いたしま
した。今後はこれまで培った技術力を活かし、安心・安全
な医療に貢献すべく努力してまいります。

2019年11月

2019年度日本人工臓器学会技術賞を受賞いたしました

各展示会に出展いたしました



株式情報／会社情報

株式の状況（2020年3月31日現在）

個人・その他
2,031名　95.89%

外国法人等
14名　0.66%

自己株式
1名　0.05%

証券会社
24名　1.13%
その他の法人
42名　1.98%

金融機関
6名　0.29%

自己株式
31千株　0.57%

個人・その他
3,971千株　72.32%

証券会社
156千株　2.85%

その他の法人
982千株　17.90%

金融機関
287千株　5.23%

外国法人等
62千株　1.13%

5,491千株

2,118名

■ 所有者別株式数分布状況

■ 所有者別株主数分布状況

■ 発行可能株式総数 17,000,000株
■ 発行済株式の総数 5,491,490株
■ 株主数 2,118名
■ 大株主

株主名 持株数（千株） 持株比率（%）
タ カ ト リ 共 栄 会 357 6.55 
㈲ コ ト ブ キ 産 業 352 6.46 
西 村 幸 子 189 3.47 
大 阪 中 小 企 業 投 資 育 成 ㈱ 187 3.43 
岡 島 恵 子 167 3.07 
仙 波 周 子 163 2.99 
高 鳥 政 廣 152 2.79 
時 津 昭 彦 104 1.92 
㈱ 南 都 銀 行 95 1.74 
日 本 生 命 保 険 94 1.73 

会社概要（2020年3月31日現在）

■ 商 号 株式会社タカトリ

■ 本 社 奈良県橿原市新堂町313番地の1
TEL.0744-24-8580　FAX.0744-24-6616

■ 子 会 社 高鳥（常熟）精密機械有限公司
中国/江蘇省常熟市碧渓街道万盛路9号4幢101室

■ 設 立 1956年10月

■ 資 本 金 963,230千円

■ 代 表 者 代表取締役社長　　増田　　誠
代表取締役副社長　松田　武晴

■ 従 業 員 203名（グループ従業員数206名）

■ 事 業 内 容 電子部品製造機器の製造及び販売、繊維機械の
製造及び販売、医療機器の製造及び販売

役員（2020年3月31日現在）

■ 代表取締役社長 増 田 　 誠

■ 代表取締役副社長 松 田 武 晴

■ 常 務 取 締 役 岡 島 史 幸

■ 取 締 役 出 口 昌 道

■ 取 締 役 森 嶋 一 喜

■ 取 締 役（ 社 外 ） 川 村 　 真

■ 常 勤 監 査 役 大 島 章 良

■ 監 査 役（ 社 外 ） 山 田 磯 子

■ 監 査 役（ 社 外 ） 大 西 大 介

（注）持株比率は自己株式（31,092株）を控除して計算しております。



奈良県橿原市新堂町313番地の1

（ご注意）
1 ．株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口

座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。
口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱
UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2 ．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ
信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記連絡先にお問合せくださ
い。なお、三菱UFJ信託銀行本支店にてもお取次ぎいたします。

3 ．未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたし
ます。

株主メモ

事 業 年 度 毎年10月1日から翌年9月30日まで

定 時 株 主 総 会 毎年12月

基 準 日 ①定時株主総会 　　　　9月30日
②剰余金の配当（期末）　9月30日
③　　 〃 　　 （中間）　3月31日

当中間配当につきましては、誠に遺憾ながら、無配とさせていただきます。
今後とも財務体質及び経営基盤の健全化を図り、ご期待に沿うべく業績の向上に
注力してまいります。

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
〒541-8502　大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
TEL　0120-094-777（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所

公 告 の 方 法 電子公告とする。
当社ホームページ（http://www.takatori-g.co.jp）
ただし、事故その他のやむを得ない事由によって電子公
告による公告をすることができない場合は、日本経済新
聞に掲載して行う。

http://www.takatori-g.co.jp
ホームページのご案内

Facebookのご案内


